
令和元年度　大磯町人口ビジョン・総合戦略評価シート

ＡＣＴＩＯＮ

町評価

指標 基準値 目標値 H28 H29 H30 R1 R2 評価 評価理由 今後の方針 評価 意見等 今後の方向性

数
値
目
標

入込観光客数
85.8万人

(H26)
100万人

以上
86.0万人 91.7万人 110.2万人 97.9万人

民間団体による観
光関連事業数

30回
(H27)

45回
以上

39回 45回 49回 44回 Ｂ

　夏季の天候不良（台風
等）や社会情勢（コロナ
禍）による開催中止が
あったため数値は昨年度
より減少している。

　町内の観光の核をフッ
クにしたイベント開催に
向けて民間団体等と連携
を図る。

町有観光施設来場
者数

39,828人
(H27)

48,000人
以上

48,721人 56,731人 61,986人 51,618人 Ｂ

　夏季の天候不良（台風
等）や社会情勢（コロナ
禍）による施設閉鎖等が
あったため数値は昨年度
より減少している。

　指定管理者等との連携
を密にし、「新しい生活
様式」に則った施設の有
効活用を促進する。

事
業
２

大磯港みなとオア
シス事業による交
流の促進

◆みなとを通年で集い楽
しむ仕組みづくりの推進

大磯港県営駐車場
利用台数

73,863台
(H27)

81,000台
以上

・大磯港みなとオアシ
ス推進事業

- 87,285台 97,300台 100,007台 88,577台 Ｂ

　当初の目標を達成して
いるが、昨年度からは数
値が減少しており、駐車
場利用者の減少は夏季の
天候不良によるものと考
えられる。

　冬場の大磯港来場者数
が少ないため、魅力ある
イベントの開催を検討
し、冬場の来場者数の増
加に努める。

ポートハウスてる
がさき利用者数

18,566人
(H27)

20,000人
以上

26,395人 31,785人 34,129人 27,950人 Ｂ

　夏季の天候不良（台風
等）により数値は低下し
ているが、指定管理者に
よるプール開設期間の延
長、物販の実施などの自
主事業など、利用の促進
が図られている。

　事業実績を確認しなが
ら、指定管理者と協議を
行い、ニーズに合った事
業の展開で集客に努め
る。

ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ

戦略 要旨 方向性 重点事業 事業の概要
数値目標・ＫＰＩ 実施状況等

（R1)
地方創生関
係交付金

数値目標・KPIの推移 担当課評価 審議会評価

戦
略
１
　
大
磯
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

◆交流人口拡大を
基点とした大磯定
住への布石

　都心に近接しな
がら豊かな自然環
境や湘南発祥の地
として歴史的・文
化的に魅力ある地
域資源に恵まれて
いる大磯町は、交
流人口を拡大さ
せ、新たなひとの
流れを生み出す可
能性を備えていま
す。町の地域資源
を最大限活用し、
町外へ発信するこ
とで、大磯に憧
れ、訪れたくな
る、活気に満ち溢
れた地域を創出し
ます。
　また、県の新た
な観光の核づくり
プロジェクトと連
携しながら、大磯
の魅力を浸透さ
せ、来訪者、移住
希望者に選ばれる
まちづくりをめざ
します。

■大磯を訪れたい
交流人口の増加

■地域経済の活性
化を促進する交流
拠点の整備

■多様な来訪者の
交流を広げるネッ
トワークの構築

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

【評価理由】
○ＫＰＩは目標を超
えている事業もある
が、今後の方向性に
ついて、事業を今の
時勢に対応させてい
く必要がある。

【委員意見】
※　別紙参照

◆事業１から事業３につ
いて、ＫＰＩの推移はわ
ずかに減少傾向にある
が、令和２年度に、商工
会、観光協会のほか、31
団体で構成する「大磯ら
しい潤いづくり協議会」
を設立し、協議会と民間
事業者との間で「大磯ら
しい潤いづくり事業に関
する協定」を締結した。
令和３年度からスタート
する「大磯らしい潤いづ
くり計画」において、観
光における新たなステッ
プとして、本町に元気と
活力を生み出すため、
「食べる」、「買う」、
「泊まる」といった視点
で、消費行動へつなぐ
「機会」や「場」を提供
し、地域経済循環の向上
を図る取組みを進め、大
磯らしい潤いを創出す
る。
◆町の魅力を発信できる
施設となる明治記念大磯
邸園も整備が進められて
いるため、既存施設と相
互に連携を図りながら相
乗効果が得られるよう事
業を推進していく。

事
業
１

地域資源を生かし
た観光の振興

◆「交流」「自然」
「食」「文化」を楽しむ
体験型プログラムの創出
◆観光環境の整備と地域
に対する愛着や誇りの心
の涵養

・観光サイン・観光
マップ整備事業
・旧東海道松並木（大
磯高麗１号線）整備事
業
・（仮称）西久保休憩
施設整備事業

①
⑤

事
業
３

自転車ネットワー
クの整備

◆広域的自転車ネット
ワークの環境整備
◆来訪者の回遊性向上を
生み出す仕組みづくり

・大磯駅周辺安全安
心・にぎわい創出事業
・観光サイン・観光
マップ整備事業

②
⑤

地方創生関係交付金

◆【H27】地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

① － 邸園文化交流事業（活動団体への補助）

② － 海浜・港湾エリアの特長を活かした地域活性化事業（レンタサイクル事業）

③ － 中学校給食実施事業（一時保管施設整備、給食実施）

④ － 子ども・子育て支援事業（保育士等の質向上支援、放課後子ども体験学習、幼保ふれあい交流、集団生活サポート、子ども発達相談）

◆【H28】地方創生加速化交付金

⑤ － 近現代の歴史舞台からの地域づくり事業（吉田茂展開催、ブランドメッセージ・大磯暮らし制作、自転車ルート整備）

担当課評価

Ａ － 順調に推移

Ｂ － 一定の進捗がある

Ｃ － 進捗は遅れている

Ｄ － 進捗は大幅に遅れている

審議会評価

Ⅰ － 重点事業が順調に進捗しており、事業の効果が認められるため、重点事業を継続して実施する。

【重点事業の実施により、数値目標・ＫＰＩともに順調に推移している】

Ⅱ － 概ね重点事業が順調に進捗しているが、一部の事業を改善する必要がある。

【重点事業の実施により、数値目標・ＫＰＩともに概ね順調に推移しているが、一部のＫＰＩの進捗が遅れている】

Ⅲ － 重点事業を実施したものの、十分な成果が得られておらず、一部の事業を見直す必要がある。

【重点事業は実施されているが、数値目標・ＫＰＩともに進捗が遅れている】

Ⅳ － 重点事業のさらなる推進が必要である。

【重点事業の進捗が遅れている】

Ⅴ － 達成状況を検証する数値目標を見直す必要がある。

【数値目標とＫＰＩの関連性が低いなど、重点事業の進捗状況を適切に判断できない】
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指標 基準値 目標値 H28 H29 H30 R1 R2 評価 評価理由 今後の方針 評価 意見等 今後の方向性

数
値
目
標

０歳～14歳の人口
割合

12.2%
(H26)

12.2%
以上

11.3% 11.3% 11.1% 11.1%

出生数
169人
(H26)

200人
以上

188人 201人 167人 167人 Ｂ

　前年度と比較し横ばい
に推移しているが、妊娠
期からの切れ目ない支援
を目的とし、専任の保健
師を配置し、支援の充実
を図ったほか、特定不妊
治療助成による成果（５
人）が出ている。

　令和元年11月に開所し
た石坂巻子記念子育て支
援センターで、東部地区
につどいの広場を常設化
し、引き続き妊娠期から
子育て期の切れ目ない支
援の充実を図る。

子育て世帯のずっ
と・当分住み続け
たい意向

69.3%
(H26)

75.0%
以上

― ― 78.0% Ａ

　「子ども笑顔かがやき
プラン」に基づき、各種
施策がおおむね順調に進
捗しており、子育て支援
に係る環境が向上してき
ている。

　引き続き、「子ども笑
顔かがやきプラン」に基
づく取組みを推進してい
く。

待機児童数
18人

(H27)
０人

18人 18人 13人 21人

【補助指標】認定
こども園の設置数

０園
(H27)

２園
１園 １園 ２園 ２園

子育て支援セン
ター利用者数

14,330人
(H26)

18,500人
以上

17,162人 15,670人 16,809人 13,807人

【補助指標】子育
て支援センター設
置数

１か所
(H27)

2か所 １か所 １か所 １か所 ２か所

学童保育登録者数
151人
(H26)

183人
188人 205人 207人 234人 Ａ

　小学校の余裕教室を活
用しながら、学童施設の
スペースの確保を行い、
学童保育利用者が安心し
て楽しい生活できる環境
を整備した。

　利用希望者が増加傾向
にある中、児童の情緒面
や安全性を考慮し、十分
な生活の場を確保するこ
とにより、今まで以上に
学童保育所を利用する児
童が安心して楽しい生活
ができる環境の維持に努
める。

放課後子ども教室
登録者数

450人
(H26)

500人
466人 504人 551人 525人

【補助指標】放課
後子ども教室実施
回数

57回
(H27)

80回
59回 58回 55回 53回

各学校の教育用コ
ンピュータ数

40台
(H27)

80台
以上

40台 40台 40台 63台 Ａ

　ＧＩＧＡスクール構想
（一人一台端末の整備）
の実現に向けて進んでい
る。

　令和２年度中に、一人
一台端末の実現をめざ
し、新学習指導要領の全
面実施に伴う小学校での
プログラミング教育を見
据え、ＩＣＴ環境を整備
していく。

英語指導助手数
２人

(H27)
３人

２人 ２人 ２人 ２人 Ｂ

　現行の学習指導要領の
時間数では２名体制の配
置で小・中学校とも
ティーム・ティーチング
を行うことができている
が、新学習指導要領が本
格実施となる令和２年度
以降には、小学校におけ
る外国語活動（３・４年
生）の実施や、外国語科
（５・６年生）の時間数
増となるため、現行の指
導助手２名体制だけでは
難しい。

　令和２年度から小学校
は新学習指導要領が完全
実施され、外国語活動・
外国語の授業数が増える
ため、ＡＥＴ人員の確保
に努める。

【関連指標】

ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ

戦略 要旨 方向性 重点事業 事業の概要
数値目標・ＫＰＩ 実施状況等

（R1)

地方創生
関係交付

金

数値目標・ＫＰＩの推移 担当課評価 審議会評価

④

事
業
３

戦
略
２
　
大
磯
で
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

◆若い世代の結
婚、出産、子育て
の希望を叶え、若
い世代に選ばれる
まちづくりの推進

　若い世代の結婚
や出産に対する価
値観の変化や雇用
形態の変革等によ
り、少子化、晩婚
化などの社会問題
が発生していま
す。安心して結
婚・出産・子育て
ができる環境を整
備するとともに、
しごとと子育ての
調和が取れ、大磯
に若い世代が住み
続けたくなるまち
づくりをめざしま
す。
　また、次世代を
担う子どもたちの
健やかで力強い成
長を実現するた
め、特色ある学校
教育ときめ細かな
支援を提供するこ
とで、若い世代に
選ばれるまちづく
りをめざします。

■安心して子ども
を産み育てやすい
環境の実現

■しごとと子育て
の調和を実現する
子育て支援サービ
スの充実

■心豊かに成長で
きる子どもたちの
育成

■社会で活躍でき
る子どもたちの育
成

④

放課後の子ども健
全育成への支援

◆放課後の居場所づくり
の充実
◆地域の人材を生かした
子育て支援の推進

（認定要件に該当する
事業なし） ④

事
業
２

ワークライフバラ
ンスを支援する保
育サービスの充実

◆ニーズに対応した多様
な保育サービスの充実
◆しごとと子育てを両立
できる支援体制の充実

・国府幼稚園統廃合
（私立認定こども園誘
致）事業
・（仮称）東部子育て
支援センター整備事業

事
業
４

時代の変化に対応
した教育環境の整
備

◆ＩＣＴ教育環境の整備
充実
◆グローバル化に対応す
る外国語教育の推進

・学校職員校務用コン
ピュータ整備事業
・学校図書館連携シス
テム整備事業

事
業
１

妊娠・出産・子育
てに関する総合支
援の推進

◆妊娠・出産・医療体制
の確保と子育てに関する
支援体制の充実
◆東海大学医学部付属大
磯病院の産科再開をめざ
した取組み

（認定要件に該当する
事業なし） -

　石坂巻子記念子育て支
援センターの開設に伴
い、更なる講座の拡大や
周知方法について検討し
ていく。

Ｂ

　待機児童対策として、
既存施設の定員調整等に
より保育の受け皿を整備
した。既存施設の保育定
員を拡充したが、幼児教
育・保育の無償化により
保育ニーズが伸びたこと
により待機児童数が増加
した。

　保育ニーズの動向を注
視した上で、「子ども笑
顔かがやきプラン」の次
期計画において検討して
いく。令和３年度に予定
している小規模保育事業
所の定員拡充に向けた準
備を行う。

◆事業１については、「出
産後の母親の健康診査」や
「新生児の聴覚検査」、ま
た、「いそさぽ赤ちゃん相
談室」をはじめとした、子
育て世代に寄り添った総合
的相談支援を提供するため
の、ワンストップ拠点とな
る「子育て世代包括支援セ
ンター」の機能拡充など
様々な保育ニーズに合わせ
た子育て支援施策を展開し
ていく。
◆事業２については、令和
２年度に策定した「第２期
子ども笑顔かがやきプラ
ン」に基づき、待機児童の
解消に向け、令和６年度に
町立大磯幼稚園を公私連携
幼保連携型認定こども園へ
移行するための準備を進め
る。また、町内保育所等に
おいて、一定期間就労した
保育士を支援する「保育士
就労支援交付金制度」を新
設し、保育士の確保と保育
の質の向上を図る。さら
に、町立幼稚園の長期休業
期間中の、預かり保育の受
入れ期間や保育時間を拡充
し、様々な保育ニーズに合
わせた子育て支援施策を継
続し展開していく。
◆事業３については、ニー
ズの高まりから計画量を超
える希望者がいるが、受入
れ体制は確保できており、
引き続きニーズを満たせる
よう「子育てと仕事の両立
支援」 のため、事業の推進
をしていく。
◆事業４については、教育
環境の整備として、国のＧ
ＩＧＡスクール構想に合わ
せ、児童生徒一人に一台の
タブレット型パソコンや、
大型提示装置などのＩＣＴ
関連機器を令和２年度中に
配備し、令和３年４月には
全ての児童生徒に配布す
る。これらＩＣＴ機器を活
用したデジタル教育を推し
進め、コロナ禍における新
たな生活様式に対応した教
育と、多様な個性を持つ子
どもたちを誰一人取り残さ
ない、個別に最適化された
学びを実現できる体制を整
えていく。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

【評価理由】
○実施事業として
は概ね適切である
が、事業１、２の
ＫＰＩにおいて未
達成の部分があ
る。

【委員意見】
※　別紙参照

Ａ

　放課後の学校施設を有
効に活用し、児童の安
全・安心な居場所を設
け、異年齢や地域との交
流など様々な取組みが実
施できている。

　放課後児童クラブと放
課後子ども教室との連携
を図りながら、全ての児
童が参加することができ
る共通プログラムなどを
積極的に実施していく。

Ｂ

　３歳児保育や早期のプ
レ保育等子育て支援サー
ビス対象者の範囲が若年
化してきており、増加率
は微増となっている。ま
た、新型コロナウイルス
対策により１か月の休止
をしていることも影響し
ている。

地方創生関係交付金

◆【H27】地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

① － 邸園文化交流事業（活動団体への補助）

② － 海浜・港湾エリアの特長を活かした地域活性化事業（レンタサイクル事業）

③ － 中学校給食実施事業（一時保管施設整備、給食実施）

④ － 子ども・子育て支援事業（保育士等の質向上支援、放課後子ども体験学習、幼保ふれあい交流、集団生活サポート、子ども発達相談）

◆【H28】地方創生加速化交付金

⑤ － 近現代の歴史舞台からの地域づくり事業（吉田茂展開催、ブランドメッセージ・大磯暮らし制作、自転車ルート整備）

担当課評価

Ａ － 順調に推移

Ｂ － 一定の進捗がある

Ｃ － 進捗は遅れている

Ｄ － 進捗は大幅に遅れている

審議会評価

Ⅰ － 重点事業が順調に進捗しており、事業の効果が認められるため、重点事業を継続して実施する。

【重点事業の実施により、数値目標・ＫＰＩともに順調に推移している】

Ⅱ － 概ね重点事業が順調に進捗しているが、一部の事業を改善する必要がある。

【重点事業の実施により、数値目標・ＫＰＩともに概ね順調に推移しているが、一部のＫＰＩの進捗が遅れている】

Ⅲ － 重点事業を実施したものの、十分な成果が得られておらず、一部の事業を見直す必要がある。

【重点事業は実施されているが、数値目標・ＫＰＩともに進捗が遅れている】

Ⅳ － 重点事業のさらなる推進が必要である。

【重点事業の進捗が遅れている】

Ⅴ － 達成状況を検証する数値目標を見直す必要がある。

【数値目標とＫＰＩの関連性が低いなど、重点事業の進捗状況を適切に判断できない】

次回調査予定は、

R4頃総計ｱﾝｹｰﾄ
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令和元年度　大磯町人口ビジョン・総合戦略評価シート

ＡＣＴＩＯＮ

町評価

指標 基準値 目標値 H28 H29 H30 R1 R2 評価 評価理由 今後の方針 評価 意見等 今後の方向性

数
値
目
標

昼夜間人口比率
77.4%
(H22)

80.0%
以上

79.1%
(H27)

町内事業所数
1,192か所

（H27)
1,250か所

以上
1,139か所 1,066か所 1,066か所 1,066か所

【補助指標】町内
商工業者の金融対
策支援利用件数

40件
（H27)

45件
以上

48件 65件 83件 85件

空き家利活用実績
の件数

０件
（H27)

５件
以上

０件 ２件 ４件
(+２件)

６件
（+２件）

Ａ

　活用件数については昨
年度と同数であるが、活
用希望の問合せ件数につ
いては昨年度より増加傾
向にあり、目標値を登録
件数が上回った。

　空き家バンクの運用を
開始し、防災行政アプリ
でも制度周知を行う。利
活用実績を広報記事とし
て掲載する等周知を図
る。

認定農業者数
27人

（H27)
30人
以上

26人 17人 17人 17人 Ｃ

　高齢化による更新を断
念する農業者があった
が、新規で認定を受ける
農業者がいたため、数値
に変化がなかった。

　更新への誘導強化に努
める。また、新規で認定
を受ける農業者の発掘を
行う。

年間新規就農者数
２件

（H27)
４件
以上

２件
(+２件)

５件
(+３件)

７件
(+２件)

10件
(+３件)

Ａ

　神奈川農業アカデミー
と連携して新規就農希望
者の紹介を受けたり、新
規就農希望者に農地の
マッチングがスムーズに
行えたため、新規就農者
が増加した。

　引き続き、新規就農者
の就農相談を丁寧に行
い、新規就農者数の増加
をめざす。

新規就漁者数
０人

（H27)
３人
以上

０人 ０人
５人

(+５件)
７人

(+２件)

【補助指標】年間
漁獲量

294t
（H27)

350t
以上

267t 507t 495t 376t

町民一人１日当た
りのごみ排出量

895g
（H26)

882g
以下

959g 954g 939g 952g Ｃ

　ごみ減量に向けた普及
啓発活動により、減量化
の取組みの認知度が向上
しており、直近５か年に
おいて１人あたりの排出
量は減少傾向にある（平
成25年以降：982g、
895g、959g、954g、
939g）が、台風等による
海岸ごみが増えたことな
どにより、近年は一時的
な増加が見られる。

　目標達成に向けて、お
おいそ廃棄物減量化等推
進員との協働や、町民へ
の水切りの徹底、生ごみ
処理器のあっせん、食品
ロスの削減、マイバック
の使用などの啓発を継続
して行うとともに、同様
に事業者に対しての啓発
を力を入れて行ってい
く。

スマートエネル
ギー設備補助件数
累計

23件
（H26)

170件
以上

52件
(＋９件)

64件
(＋12件)

72件
(＋８件)

83件
(＋11件)

Ｃ

　目標設定時に比べ、国
や県の優遇施策が終了し
たことや、太陽光発電の
電力の買取価格、導入費
用共に安価になり人気が
落ち着いたことがあり、
目標値に比べ低い値で推
移している。年度により
補助件数に増減はみられ
るが、申請や問合せは一
定数ある。

　スマートエネルギー設
置導入補助制度の促進を
図りつつ、国、県及び他
の自治体の動向を注視
し、補助制度の在り方を
検討していく。

ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ

戦略 要旨 方向性 重点事業 事業の概要
数値目標・ＫＰＩ 実施状況等

（R1)

地方創生
関係交付

金

数値目標・ＫＰＩの推移 担当課評価 審議会評価

戦
略
３
　
大
磯
に
し
ご
と
を
つ
く
り
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

◆持続可能な産業
基盤と安定した雇
用環境の構築

　社会経済情勢や
多様化する消費者
ニーズ等により、
地域の産業と雇用
状況は大きく変化
しています。地域
経済に活力をもた
らし、持続可能な
産業基盤を確立さ
せるため、新たな
産業を創出し、
「しごと」を生み
出すことで、新た
な雇用を促進し、
財政基盤が安定し
たまちづくりをめ
ざします。
　また、就業機会
の拡大により、若
い世代を引き付
け、安心して大磯
で働ける環境整備
と大磯で働くこと
を希望する意欲を
高めます。

■新たな地域産業
の育成に伴う地域
経済の活性化

■安定した雇用の
確保による地域経
済の活性化

■環境負荷の少な
い持続可能な社会
の創生

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

【評価理由】
○ＫＰＩが目標値
を達成している事
業もあり、新規就
農者数の伸びは評
価できるが、進捗
が遅れている事業
もある。

【委員意見】
※　別紙参照

-

事
業
１

地域産業ビジネス
に対する創業支援
の充実

◆地域の資源や人材が持
つノウハウを生かした産
業創出への支援

（認定要件に該当する
事業なし） -

Ａ

　漁業協同組合と連携
し、ＰＲや支援策の情報
提供を行い、目標数を達
成し、維持している。

　引き続き、就漁者の支
援について漁協と連携を
図っていく。

Ｃ

　商工会及び金融機関と
の４者連携協定に基づ
き、商品開発などの取組
みを実施したが、後継者
不足などにより、昨年度
と同数である。 ◆事業１については、支援

対策の積極的な活用が図ら
れるように、商業者のニー
ズに応えられるよう、制度
を充実させるなど、商工業
者の持続可能な発展を支援
していく。また、新たに創
業者を支援することを目的
とした支援制度を新設す
る。
◆事業２については、農業
者の高齢化や担い手不足、
耕作放棄地の増加といった
課題を解消すべく、認定農
業者の確保と、さらなる経
営安定に向けた支援を行う
ため、「農業経営基盤強化
補助制度」を新設する。ま
た、農地の有効活用と地域
農業の活性化に向け、虫窪
地区と西小磯地区において
「人・農地プラン」の作成
を進めるとともに、引き続
き新規就農希望者への就農
相談や農地のあっ旋、仲介
を行い、農地活用を推進し
ていく。
◆事業３については、ＫＰ
Ｉは横ばいの状況にあるた
め、ごみ排出量の削減に向
けて啓発活動を推進すると
ともに、食品ロス削減に着
目し、今後改定する環境基
本計画の中で方策を検討し
ていく。また、省エネル
ギー、再生可能エネルギー
利活用促進については、国
が2050年に脱炭素社会の実
現を宣言し、政策の変動が
激しいことから、現行の補
助制度を継続しつつ国の動
向を注視して対応してい
く。

事
業
２

地域雇用の場の整
備と担い手の育成

◆地域雇用の場の創出
◆担い手となる新規就業
者、後継者への育成支援

・自伐型林業等推進事
業 -

事
業
３

持続可能な社会に
向けた事業の推進

◆３Ｒ（リデュース・リ
ユース・リサイクル）の
推進
◆省エネルギー、再生可
能エネルギーの利活用の
推進やエコビジネスの創
出に向けた支援

（認定要件に該当する
事業なし）

　町内商工業者の金融対
策支援を利用する事業者
が増加してきており、引
き続き商工会や金融機関
と連携し、制度融資及び
支援メニュー等の周知・
充実を図る。

地方創生関係交付金

◆【H27】地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

① － 邸園文化交流事業（活動団体への補助）

② － 海浜・港湾エリアの特長を活かした地域活性化事業（レンタサイクル事業）

③ － 中学校給食実施事業（一時保管施設整備、給食実施）

④ － 子ども・子育て支援事業（保育士等の質向上支援、放課後子ども体験学習、幼保ふれあい交流、集団生活サポート、子ども発達相談）

◆【H28】地方創生加速化交付金

⑤ － 近現代の歴史舞台からの地域づくり事業（吉田茂展開催、ブランドメッセージ・大磯暮らし制作、自転車ルート整備）

担当課評価

Ａ － 順調に推移

Ｂ － 一定の進捗がある

Ｃ － 進捗は遅れている

Ｄ － 進捗は大幅に遅れている

審議会評価

Ⅰ － 重点事業が順調に進捗しており、事業の効果が認められるため、重点事業を継続して実施する。

【重点事業の実施により、数値目標・ＫＰＩともに順調に推移している】

Ⅱ － 概ね重点事業が順調に進捗しているが、一部の事業を改善する必要がある。

【重点事業の実施により、数値目標・ＫＰＩともに概ね順調に推移しているが、一部のＫＰＩの進捗が遅れている】

Ⅲ － 重点事業を実施したものの、十分な成果が得られておらず、一部の事業を見直す必要がある。

【重点事業は実施されているが、数値目標・ＫＰＩともに進捗が遅れている】

Ⅳ － 重点事業のさらなる推進が必要である。

【重点事業の進捗が遅れている】

Ⅴ － 達成状況を検証する数値目標を見直す必要がある。

【数値目標とＫＰＩの関連性が低いなど、重点事業の進捗状況を適切に判断できない】

次回調査予定は、R2国勢調査
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令和元年度　大磯町人口ビジョン・総合戦略評価シート

ＡＣＴＩＯＮ

町評価

指標 基準値 目標値 H28 H29 H30 R1 R2 評価 評価理由 今後の方針 評価 意見等 今後の方向性

数
値
目
標

住み続けたい人の
割合

81.8%
（H26)

88.0% ― ― 80.50%

町民活動団体数
（ＮＰＯ登録団体
数）

22団体
（H27)

30団体 23団体 24団体 24団体 19団体 Ｃ

　団体数は前年度と比較
し減少傾向にあるが、HP
を中心に町民活動に関す
る情報提供を行い、一定
の成果はある。

　町民活動の拠点場所を
整理し、町民活動情報の
提供を推進する。

町民活動推進補助
金申請数

６件
（H27)

※１件辞退

10件 ５件 ７件 ５件 ４件 Ｃ

　前年度と比べると総数
では減少しているが、評
価委員会にて、募集方
法、内容等を検討し、補
助金要綱の改正を行っ
た。

　新たな要綱のもと、補
助金団体の活動を推進す
る。

アンチロコモティ
ブシンドロームの
予防行動実施率
（60～7歳）

25.2%
（H26)

50.0% 37.8% - Ｂ

　ロコモティブシンド
ロームの要素を内包する
フレイル(虚弱化）予防
について、おあしす24健
康おおいぞ、介護予防事
業等に取り入れており、
引き続き実施している。

　これまでの実績をもと
に「老化度測定」や「フ
レイル予防事業」を実施
し、フレイル予防を推進
する。

消防団員充足率
96.0%
（H27)

100.0% 95.0% 96.7% 91.3% 89.1% Ｃ

　団員数は減少傾向にあ
るが、女性を含めた団員
募集を行うとともに、消
防団の活動状況を広報紙
に掲載し団員募集を行っ
た。

　今後もイベントや広報
等を活用した団員募集
や、各地区長への募集依
頼など積極的な募集を行
う。

防災訓練参加率
57.0%
（H27)

80.0% 67.0% 70.0% 76.0% 80.2% Ｂ

　安否確認訓練を継続的
に実施することで、訓練
参加率が毎年増加してい
る。

　全対象世帯に安否確認
できるよう訓練の住民周
知の徹底を図るととも
に、訓練を継続してい
く。

交通空白地域の解
消（か所数）

０か所
（H27）

２か所 １か所 １か所 １か所 1か所 Ｂ

　西小磯東地区の一部地
域に乗合タクシーを運行
し、利用者及び利用便数
ともに前年同等を維持し
ている。

　富士見地区の乗合バス
の運用を検討する。意向
調査等を実施し、利便性
の向上を図る。また、新
たな地域公共交通を検討
する。

町内８河川の平均
ＢＯＤ値

3.8㎎/ℓ
（H26)

3.2㎎/ℓ 3.6mg/ℓ 3.5mg/ℓ 3.2mg/ℓ 3.1mg/ℓ Ａ

　環境基準におけるＣ域
（５ｍｇ/ℓ）内で安定し
て推移し、目標を達成し
ている。

　前年度同様、調査を
行っていくとともに合併
処理浄化槽への転換や下
水道への接続替えに向け
て普及啓発を行う。

ＰＬＡＮ ＤＯ ＣＨＥＣＫ

戦略 要旨 方向性 重点事業 事業の概要
数値目標・ＫＰＩ 実施状況等

（R1)

地方創生
関係交付

金

数値目標・ＫＰＩの推移 担当課評価 審議会評価

戦
略
４
　
大
磯
の
地
域
が
連
携
し
あ
い
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
を
つ
く
る

◆地域の連携を強
く結ぶコミュニ
ティの創生と安
全・安心なくらし
の実現

　核家族化や高齢
化の進行等によ
り、地域のコミュ
ニティが衰退し、
地域社会での人の
つながりが希薄化
しています。住み
慣れた地域で安心
して自分らしく暮
らせるように、多
世代が連携した新
たな地域コミュニ
ティを創出し、い
きいきと活躍でき
るまちづくりをめ
ざします。
また、安全・安心
に暮らせる社会を
作るため、地域と
地域のつながりを
強くする社会基盤
を確立します。

■地域のコミュニ
ティを再構築し誰
もがいきいきと暮
らせる社会の創生

■健やかに安心し
て生活できるくら
しの実現

■地域全体で取り
組む安全・安心な
まちづくりの推進

■誰もが安心して
快適に暮らせる生
活環境の実現

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

【評価理由】
○ＫＰＩが一部を
除き横ばいで停滞
しており、重要と
考えられる事業１
についても現状の
取組みとして成果
が現れておらず事
業を見直す必要が
ある。

【委員意見】
※　別紙参照

-

（認定要件に該当する
事業なし）

◆地域全体でライフス
テージに適した健康づく
りの推進
◆地域医療、救急医療体
制の確保

健康なくらしのサ
ポートの充実

事
業
２

◆事業１については、コ
ロナ禍により町民活動の
継続が難しい状況にある
ため、活動団体からの相
談に応じるなど、寄り
添った支援に努めてい
く。
◆事業２については、ロ
コモティブシンドローム
の要素を内包する「フレ
イル(虚弱化)」予防の取
組みを充実させるととも
に、生活習慣病の早期発
見や重症化予防のため、
国民健康保険の被保険者
を対象とした特定健康診
査と、後期高齢者を対象
とした健康診査の受診率
向上をめざし、健康診査
の結果や、国保データシ
ステム（ＫＤＢシステ
ム）を活用した専門職に
よる健診結果相談会の開
催や、医療機関への受診
勧奨などにより、健康指
導の充実を図っていく。
◆事業３については、現
消防団員の任期が令和２
年度で終了するため、イ
ベントや広報紙を活用し
た周知と地域との連携を
図り積極的な団員の確保
に努めていく。防災訓練
参加率については、ＫＰ
Ｉが順調に推移してお
り、さらなる向上に向け
て周知を図っていく。
◆事業４については、Ｋ
ＰＩの推移は概ね順調に
推移しており、これまで
の方向性に沿って事業を
継続して実施していく。

事
業
１

多世代による新た
なコミュニティの
創生

◆地域で暮らす人のつな
がりを生かしたコミュニ
ティビジネスの創出
◆地域主体のまちづくり
活動の促進

・（仮称）茶屋町公民
館整備事業 -

事
業
３

地域防災体制の強
化

◆消防団を中核とした地
域防災力の向上
◆自助、共助による地域
防災活動への取組みの推
進

・消防車両更新事業
（常備）

事
業
４

生活環境の改善整
備

◆地域公共交通機関の利
便性向上の推進
◆水質保全に向けた生活
排水対策の推進

・大磯駅周辺安全安
心・にぎわい創出事業
・公共下水道整備事業
・公共下水道維持管理
事業

-

-

地方創生関係交付金

◆【H27】地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

① － 邸園文化交流事業（活動団体への補助）

② － 海浜・港湾エリアの特長を活かした地域活性化事業（レンタサイクル事業）

③ － 中学校給食実施事業（一時保管施設整備、給食実施）

④ － 子ども・子育て支援事業（保育士等の質向上支援、放課後子ども体験学習、幼保ふれあい交流、集団生活サポート、子ども発達相談）

◆【H28】地方創生加速化交付金

⑤ － 近現代の歴史舞台からの地域づくり事業（吉田茂展開催、ブランドメッセージ・大磯暮らし制作、自転車ルート整備）

担当課評価

Ａ － 順調に推移

Ｂ － 一定の進捗がある

Ｃ － 進捗は遅れている

Ｄ － 進捗は大幅に遅れている

審議会評価

Ⅰ － 重点事業が順調に進捗しており、事業の効果が認められるため、重点事業を継続して実施する。

【重点事業の実施により、数値目標・ＫＰＩともに順調に推移している】

Ⅱ － 概ね重点事業が順調に進捗しているが、一部の事業を改善する必要がある。

【重点事業の実施により、数値目標・ＫＰＩともに概ね順調に推移しているが、一部のＫＰＩの進捗が遅れている】

Ⅲ － 重点事業を実施したものの、十分な成果が得られておらず、一部の事業を見直す必要がある。

【重点事業は実施されているが、数値目標・ＫＰＩともに進捗が遅れている】

Ⅳ － 重点事業のさらなる推進が必要である。

【重点事業の進捗が遅れている】

Ⅴ － 達成状況を検証する数値目標を見直す必要がある。

【数値目標とＫＰＩの関連性が低いなど、重点事業の進捗状況を適切に判断できない】

次回調査予定は、

R5頃総計ｱﾝｹｰﾄ

次回調査予定は、

R3頃健康づくりｱﾝｹｰﾄ
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